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1　は　し　が　き

最近．絹の新規用途開発が急務とされてこれに関する研

究が進められている。特に繭糸線度に特徴をもった原料乳

すなわち4．5デニールを目標とする太繊度又は2デニール

を目標とする細繊度の原料i削こついて安定生産技術の確立

が求められている。そこで筆者らは，このような繭糸特性

をもった蚕品種を供試して飼育温度による繭糸繊度の変動

を調べた。

2　試　験　方　法

農林水産省垂糸試験場で用途別蚕品種の育成を目標とし

て育成を進めている2デニール内外の極細繊度交雑種と4

デニール内外の極太繊度交雑種の譲与を受けて，次の2実

験を行った。

M　実験1（蓑1）

太繊度品種については，1986年春姦期に普通品種の日

表l　太繊度品種の繭糸質

134号×支135号を対照品種とし．極太繊度品種目標の交

雑種2品種を供試して，椎姦期には通常の飼育を行い．4

齢期の温度20，23，25℃．5齢期の温度20，23℃の組み合

わせの下で試験を行った。庚申温度は25℃とした。供試頭

数は各区300頑とし，練糸検定は50粒の2遵制で行った。

（2）実験2（表2）

細繊度品種については．初秋垂期に普通品種の日137号

×支146号を対照品種とし，極細繊度品種目標の交雑種3

品種を供試して．椎蚕期には通常の飼育を行い．4齢期は

25℃とし，5齢期の温度23．25，28℃，顔中温度25，28℃

の組み合わせの下で試験を行った。供試頑数と練糸検定方

法は太線度品種の場合と同じである。

3　試　験　結　果

川　太繊度品種の繭糸質（表1）

太繊度品種でも飼育温度と経過日数・繭質との関係は従

来の普通品種を用いた実験で認められている傾向とはば同

品　　 種 区

温 度 条件
生 糸量 歩 合 繭 糸 長 繭 糸 量 繭 糸繊 度

4 齢 － 5 齢

（℃ ） （％） （桝 ） （C g ） （J ）

日 13 4 号

×

支 1 3 5 号

A 2 5 － 2 3 1 9．9 3 1，4 8 1 50．6 3．12

B 2 5 － 2 0 1 9．16 1．4 2 9 5 2．1 3．3 3

C 2 3 － 2 3 2 0．4 4 1．4 6 5 5 3，2 3．3 1

D 2 3 － 2 0 2 0．4 5 1，4 8 7 5 1．6 3．16

E 2 0 － 2 3 2 0．6 5 1，4 2 5 4 9．1 3．14

F 2 0 － 2 0 1 8．6 7 1，3 3 1 4 7．6 3．2 7

T N S

×

T C S 8

A 2 5 － 2 3 2 0．13 1，1 13 5 1．4 4．2 0

B 2 5 － 2 0 1 9．9 0 1，2 12 5 5．9 4．2 1

C 2 3 － 2 3 1 9．14 1．1 5 1 4 9．6 3．9 2

D 2 3 － 2 0 1 9．17 1，1 5 7 5 1．2 4．0 3

E 2 0 － 2 3 1 9．5 8 1，0 80 4 9．7 4．2 0

F 2 0 － 2 0 1 8．6 5 1，1 0 2 5 0．6 4．19

T N 4

×

T C S 8

A 2 5 － 2 3 1 7．台2 1，0 8 4 5 0．1 4．2 1

B 2 5 － 2 0 1 8．15 1，180 5 0．6 3．9 1

C 2 3 － 2 3 1 8．4 7 1．0 6 1 5 0．1 4．3 1

D 2 3 － 2 0 1 9．31 1，11 7 5 0．8 4．15

E 2 0 － 2 3 1 8．5 5 1．0 3 6 4 7．1 4．15

F 2 0 － 2 0 1 8．7 5 1，10 0 5 0．1 4．16
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様で．経過目数は低温はど長くなり．飼育温度条件によっ

て繭重・繭層垂・繭層歩合・生糸量歩合に若干の変動がみ

られた。繭糸長は5齢期の20℃飼育区と23℃飼育区の間で

わずかな差しかみられなかった。繭糸繊度は繭糸長と繭糸

量の相互関係によって決まる形質であるが．本試験の飼育

温度条件ではどの供試品種でも繭糸繊度の変動は小さかっ

た。

ほ）細繊度品種の繭糸質（表2）

細線度品種でも従来の普通品種を用いた実験で認められ

ている傾向と同様に，5齢期の25℃飼育区に比べて28℃飼

表2　細繊度品種の繭糸質

育区では経過目数の短縮，繭垂・繭層重の低下がみられた

が，繭層歩合は高くなった。生糸量歩合と繭糸長は品種に

よって異なり．また5齢期28℃飼育区で増加した品種と減

少した品種とがみられた。繭糸量は普通品種では5齢期祁

℃飼育区で劣ったが，細繊度品種では飼育温度の違いによ

る繭糸量の差は少なかった。繭糸繊度についてはいずれの品

種でも5齢期の飼育温度の影響がみられ，28℃飼育区で細

くなる傾向を示したが．その程度は品種によって異なった。

また簾中温度の違いによる繭糸線度の変動をみると，25℃

より28℃飼育区でわずかながら細くなる傾向が認められた。

品　　　 種 区

温 度 条 件
生 糸 量 歩 合 繭 糸 長 繭 糸 量 繭 糸 繊 度

5 齢 一 族 中

（℃ ） （％） （椚 ） くけ ） （d ）

日 1 3 7 号

A 2 3 － 2 5 2 2．4 3 1，3 7 1 4 6．2 3．0 7

B 2 5 － 2 5 23．0 9 1．3 0 1 4 4．3 3．1 1

× C 2 5 － 2 8 22．2 1 1．4 2 0 4 6．2 2．9 7

支 1 4 6 号 D 2 8 － 25 2 2．5 0 1．2 9 5 4 1．9 2．95

E 2 8 － 28 2 0．9 5 1，3 2 5 4 2．5 2．9 3

（N S ・N 6 ）

A 2 3 － 25 2 0．9 4 1．6 19 4 0．6 2．2 9

B 2 5 － 25 2 0．5 8 1，54 2 38．5 2．2 8

× C 2 5 － 28 2 1．0 1 1，6 7 6 4 0．6 2．2 1

（C S ・C 6 ） D 2 8 － 2 5 2 1．7 8 1，56 6 38．6 2，2 5

E 2 8 － 28 2 0．42 1，64 1 38．6 2．15

T　 N　 2

A 2 3 － 2 5 19．9 2 1．56 3 37．1 2．17

B 2 5 － 2 5 19．2 1 1．3 70 3 3．6 2．2 5

× C 2 5 － 28 19．3 3 1，5 1 0 3 5．2 2．13

（A C 6 6 ・支 2 5 ） D 2 8 － 2 5 2 0．6 7 1．5 8 7 3 4．9 2．0 0

E 2 8 － 2 8 19．98 1．6 0 1 3 5，4 2．0 2

4　考　　　　　察

絹の新規需要開発のため，繭糸繊度に特徴のある原料繭

の生産が望まれている。本試験ではそのための育成途上の

品種をあえて供試し，太繊度又は細繊度の品種について繭

糸質．特に繭糸繊度の飼育温度による変動を調査し，繭糸

繊度の制御技術に関する基礎資料を得ようとした。

極太繊度目標の品種については，4齢期20，23．25℃．

5齢期20，23℃の組み合わせの下で飼育し，族中温度を25

℃とした場合．繭糸繊度の変動は小さく，飼育温度の調節

が原料繭の太繊度化に有効であるとは認められなかった。

極細繊度目標の品種については．4齢期は25℃とし．5

齢期23．25，28℃．顔中温度25．28℃の組み合わせの下で

行った試験で．5齢期・顔中のいずれでも25℃より28℃の

条件で繭糸繊度はわずかながら細くなった。しかしこの結

果では飼育温度の調節が細繊度化に有効であるとは認めら

れなかった。
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